
自主参加型国内排出量取引登録簿システム自主参加型国内排出量取引登録簿システム
第第４４期期 口座保有者説明会口座保有者説明会第第４４期期 口座保有者説明会口座保有者説明会

200９年4月２０日

株式会社 NTTデータ株式会社 デ

Copyright © 2009 NTT DATA CORPORATION



説明の流れ説明の流れ

1.はじめに

2.システム利用までの手続き

3.登録簿システムのイメージ

４ 座 開設４.口座の開設

５.システム操作説明

５.0事前準備

５ 1ログインする５.1ログインする。

５.2口座情報を確認する。

５.3保有している排出量の残高を確認する。

５ 4保有している排出量を移転する５.4保有している排出量を移転する。

５.5移転結果を確認する。

５.6償却する。

５ 7バンキングする。５.7バンキングする。

６.jCERの利用

７.目標達成確認システムとの連携

８.その他

Copyright© 2009 NTT DATA CORPORATION1



１１..はじめにはじめに

自主参加型国内排出量取引登録簿システム（以下、登録簿システムとい
います。）の第４期口座保有者向けのご利用方法、注意点をご説明します。
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１１..はじめにはじめに

登録簿システムは、以下を記録します。

排出枠の交付

削減対策実施期間及び調整期間における排出枠の取引

20１０年８月３１日までの償却

翌期へのバンキング（繰り越し）

現在

償却期限
(2010年8月31日)

第４期バンキング期間
(2010年9月1日～14日)

第4期 設備整備期間 削減対策実施期間 調整期間

余剰排出枠を
翌期へ移転

設備整備期間 削減対策実施期間

翌期 移転

第5期
(予定)
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2008年度
(2008年4月～2009年3月)

2009年度
(2009年4月～2010年3月)

2010年度
(2010年4月～2011年3月)



２２..システム利用までの手続きシステム利用までの手続き
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３３. . 登録簿システムのイメージ登録簿システムのイメージ

登録簿システムの口座開設のイメージです。

利用者からの書面による申請を受付、口座を開設します。

登録簿システムの口座開設は、すべての参加者に必須です。

利用者（口座保有者 ） 登録簿管理者

①口座開設の申請

③口座開設の完了通知

登録簿システム
②登録簿システム
へ反映

④口座情報参照

インターネット
インターネット

登録情報

(口座情報、クレジット情報

など）
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３３. . 登録簿システムのイメージ登録簿システムのイメージ

登録簿システムでの移転のイメージです。

取引の約定後、利用者間で排出枠を移転します。

利用者（口座保有者 ）利用者（口座保有者 ）

②排出枠の移転

移転元（売り手）

登録簿システム

登録情報
①取引の約定

インターネット
インターネット

(口座情報、クレジット情報

など）

①取引の約定

インターネット
インターネット

利用者（口座保有者 ）
③移転結果の確認

インタ ネット

移転先（買い手）
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移転先（買い手）



４４. . 口座の開設口座の開設

登録簿システムのホームページにアクセスしてください。

http://vet.registry.go.jp/
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４４. . 口座の開設口座の開設

利用手引き（http://vet.registry.go.jp/tebiki.html）のページから
「口座開設申請書」をダウンロードしてください。
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４４. . 口座の開設口座の開設

「口座開設申請書」の記入留意点

【法人名及び工場・事業場名】は
郵送物の宛先となります。郵送物
の宛先として認識できる名称でご
記入ください。

【印鑑】は社印または、代表者役
職印等を押印ください。

【担当者住所】は郵送物の宛先と
なります。マンション、ビル名ま
で正確にご記入ください。

【担当者情報の公開】は取引に必
要な担当者の情報を他の参加者へ
公開するかどうかを選択して下さ
い

Copyright© 2009 NTT DATA CORPORATION9

※申請者は排出削減実施事業者として下さい。



４４. . 口座の開設口座の開設
「口座開設申請書」をご記入後 下記の宛先に簡易書留で「口座開設申請書」をご記入後、下記の宛先に簡易書留で

ご郵送ください。

〒100-8975

東京都千代田区霞が関 1 2 2東京都千代田区霞が関 1-2-2

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 市場メカニズム室 尾藤宛

※封筒には下記を朱書きしてください。

「自主参加型国内排出量取引登録簿システム 口座開設申請書在中」「自主参加型国内排出量取引登録簿システム 口座開設申請書在中」

「口座開設申請書」の他に下記の２点の添付書類が必要です。

初期割当量通知書の写し初期割当量通知書の写し

本人確認書類

申出者の設立の登記に係る登記簿の謄本（口座開設の申請前３ヶ月以内に発
行されたものに限る。）、又は代表者の印鑑証明書（口座開設の申請前３ヶ

内 さ 者 名称 び本店 主 事務 内 在地月以内に発行され、かつ申出者の名称及び本店又は主たる事務所内の所在地
の記載があるものに限る。）

工場・事業場単位の参加でも、確認書類は本社のもので可とします。
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「口座開設申請書」は、 ５月１５日（金）必着でご郵送ください。



４４. . 口座の開設口座の開設

「口座開設申請書」提出後

「法人口座開設完了通知」を環境省から郵
送いたします。開封の上、内容をご確認く
ださい。

xxxxxxxx
xxxxxxxx
JP-000-00000-00000-00000-00

「法人口座開設完了通知」到着後は必ず記
載されている、ユーザＩＤ・初期パスワー
ドを基に、登録簿システムにログインし、
申請内容に誤りが無いか確認してください。

JP 000 00000 00000 00000 00

申請内容に誤りが無いか確認してください。

「法人口座開設完了通知」は登録簿システ
ムを利用するにあたって必要となる重要な
ものですので 厳重に保管してくださいものですので、厳重に保管してください。
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５５. . システム操作説明システム操作説明

５.0事前準備

登録簿システムを使用するための事前準備、確認事項をご説明します。

以下の操作マニュアルをご参照ください。

p 1「1 2ご利用環境」p.1「1.2ご利用環境」

p.1「1.3ご利用可能時間」

p.2「1.5本システム利用上の注意事項」

p.7「 2.3印刷設定」

p 8「 2 4ブラウザ設定」p.8「 2.4ブラウザ設定」
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５５..システム操作説明システム操作説明

５.1ログインする。

登録簿システムのログイン方法をご説明します。

以下の操作マニュアルをご参照ください。

ｐ 11「3 1ログインする」ｐ.11「3.1ログインする」
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５５..システム操作説明システム操作説明

５.２口座情報を確認する。

開設した口座の情報の確認方法をご説明します。

操作マニュアルｐ.３５「3.６口座情報を参照する」をご参照ください。

(例)

口座番号

・JP-100-00000-00000-00001-00

法人名

・A工業

担当者

口座情報の変更があ た場合は 「口座情報変更申請書 を郵送してください

担当者

・環境 花子
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口座情報の変更があった場合は、「口座情報変更申請書」を郵送してください。

申請書はホームページ上からダウンロードすることができます。



５５..システム操作説明システム操作説明

５.３残高を確認する。

口座が保有している排出枠の残高の確認方法をご説明します。

操作マニュアルｐ.４１「3.９残高を確認する」をご参照ください。

(例)
JPA：100,000t-CO2

jCER： 10,000t-CO2 

（プロジェクト番号「0000001」）（プロジェクト番号「0000001」）
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５５..システム操作説明システム操作説明

５.４移転する。

口座が保有している排出枠を他口座に移転する方法をご説明します。

操作マニュアルｐ.13「3.2移転する」をご参照ください。

以下の取引内容を登録簿システムに記録します。

(例)

移転元（売り手）：
移転方法の選択

口座番号：JP-100-00000-00000-00001-00

法人名：A工業

移転先（買い手）：

口座番号：JP-100-00000-00000-00002-00

移転情報の入力

法人名：D取引株式会社

取引量：

JPA：1,000t-CO2

jCER：1,000t-CO2 （プロジェクト番号「0000001」）

移転情報の確認

移転の実行

移転の注意点

取引の約定を先に行ってください。

口座保有者同士の操作で移転します。

移転の実行
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口座保有者同士の操作で移転します。



５５..システム操作説明システム操作説明

５.５移転結果を確認する。

他口座への排出枠の移転、他口座からの排出枠の移転の結果の確認方法
をご説明します。

操作マニ アル ３８「3 ８移転結果を確認 印刷する」をご参照ください操作マニュアルｐ.３８「3.８移転結果を確認・印刷する」をご参照ください。

(例)
・移転元（売り手）移転元（売り手）

口座番号：JP-100-00000-00000-
00001-00

法人名：A工業

・移転先（買い手）移転先（買 ）
口座番号：JP-100-00000-00000-

00002-00
法人名：D取引株式会社

・取引量
JPA：1,000t-CO2
jCER：1,000t-CO2 

（プロジェクト番号「0000001」）
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５５..システム操作説明システム操作説明

５.６償却する。

口座が保有している排出枠を償却する方法をご説明します。

操作マニュアルｐ.23「3.3償却する」をご参照ください。

削減対策実施期間（200９年度）の排出量実績に応じた、排出枠を償却すること

200９年度採択事業者（第４期目標保有参加者）は、20１０年5～7月頃に検証が完了
し 削減対策実施期間（200９年度） 排出量が確定次第 排出枠 償却を実施（８月

＜償却とは？＞

し、削減対策実施期間（200９年度）の排出量が確定次第、排出枠の償却を実施（８月
３１日：償却期限）

少なくとも削減対策実施期間（200９年度）の排出量実績と同量の排出枠を償却できな
い場合、補助金を一部返還

体的 政府 償却 座 排出枠を移転す と具体的には政府の償却口座に排出枠を移転すること。

（償却口座番号については、操作マニュアル参照のこと。） ８月３１日：
償却期限

2009年度 2010年度

削減対策実施期間 調整期間第4期 バンキング期間
(2010年9月1日～14日)
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2009年度
(2009年4月～2010年3月)

2010年度
(2010年4月～2011年3月)



５５..システム操作説明システム操作説明

５.７バンキングする。

償却後にバンキングする方法をご説明します。

操作マニュアルｐ.32「3.4バンキングする」をご参照ください。

＜バンキングとは？＞

期を跨いで排出枠を保有し続けること

200９年度採択事業者（第４期目標保有参加者）の場合 20１０年９月１日～１200９年度採択事業者（第４期目標保有参加者）の場合、20１０年９月１日～１
４日に実施予定

バンキングしなかった余剰排出枠は、自動的に失効

バンキング対象の排出枠(クレジット種別)は、JPA、jCER、EXT

削減対策実施期間 調整期間第4期

バンキング期間
(2010年9月1日～14日)

余剰排出枠を移転

第5期
(予定)

設備整備期間 削減対策実施期間

余剰排出枠を移転

Copyright© 2009 NTT DATA CORPORATION19

2009年度
(2009年4月～2010年3月)

2010年度
(2010年4月～2011年3月)



６６. jCER. jCERの利用の利用
国別登録簿システム（h // i j /）のCERまたはERUを政府の口座国別登録簿システム（http://www.registry.go.jp/）のCERまたはERUを政府の口座
に移転し、同量のjCERを自主参加型国内排出量取引登録簿システムに発行します。

jCERの発行は、書面での申請を予定しています。

申請の際には、国別登録簿システムで政府口座に移転した際の、トランザクション番号が必要
となります

自主参加型国内排出量取引自主参加型国内排出量取引

登録簿システム登録簿システム国別登録簿システム国別登録簿システム
CERまたはERU
相当分を「jCER」と
して発行する

となります。

発行したjCERは国別登録簿システムへ戻すことはできません。

参加企業Ａ口座政府口座

CER
jCER

して発行する

CER
またはERU

参加企業Ｂ口座参加企業Ａ口座
CER
またはERU

参加企業は登録簿
システム上に口座

jCER
「jCER」を
移転する

参加企業A 参加企業B
CERまたはERUを目標達成に使用する場合
→国別登録簿システムにも口座開設

システム上に口座
を開設
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国別登録簿システムにも口座開設



７７. . 目標達成確認システムとの連携目標達成確認システムとの連携
試行排出量取引スキ ム 目標達成確認システム（h // /試行排出量取引スキーム 目標達成確認システム（http://vet.registry.go.jp/

shikou/index.html）との間で排出枠の移転を行うことができます。
目標達成確認システムと登録簿システム間の移転は、書面での申請を予定しています。

（具体的な手順、申請様式等は別途ＴＯＰページ等で周知予定です。）

自主参加型国内排出量取引自主参加型国内排出量取引試行排出量取引スキーム試行排出量取引スキーム

登録簿システム登録簿システム

参加企業Ａ口座参加企業Ｃ口座

目標達成確認システム目標達成確認システム

ＥＸＴ

ＪＰＡ

ＪＰＡ 参加企業Ａ口座

参加企業Ｂ口座

参加企業Ｃ口座

参加企業Ｄ口座 ＥＸＴ

ＪＰＡ
ＥＸＴ

ＪＰＡ

ＥＸＴ

ＪＰＡ

ＥＸＴ
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８８. . その他その他

各種お知らせをホームページのWhat's Newに掲載します。

操作マニュアル、申請様式の改訂時

システムメンテナンスに伴うシステム運用停止の事前周知 等

登録簿システム（操作方法など）に関する問い合わせ

(株)NTT データ
自主参加型国内排出量取引登録簿システム ヘルプデスク
受付時間：
平日 10時～12時

13時～18時
TEL： 050-5546-2857
E-mail：vet-help@am.nttdata.co.jp 

制度全般(含む設備補助)に関する問い合わせ

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 市場メカニズム室

受付時間：

平日 9時３０分～12時

13時～18時15分
TEL：03-3581-3351（代表） 内線6781 
FAX：03-3580-1382
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E-mail：kyotomecha@env.go.jp


